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ご
　
挨
　
拶

理
事
長
　
髙
村
良
一

　

組
合
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
当
土

地
改
良
区
の
業
務
運

営
並
び
に
各
種
事
業

の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
不
安
定
な
国
際
情

勢
に
伴
う
物
価
上
昇
に
よ
り
電
気
料
金
が

高
騰
し
、
土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
費
に

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
令
和
四

年
度
の
電
気
料
高
騰
対
策
で
は
、
電
気
料

高
騰
分
の
七
十
五
％
を
国
、
県
と
市
か
ら

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
に
つ

き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
支
援
の
お
願
い

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
春
か
ら
雪
消
え
が
早
く
、
代
か

き
期
の
水
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
雨
が
降
ら
ず
、
高
温
の
日
が
続

く
と
は
予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
さ
に
災
害
と
言
え
る
事
態
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
西
部
幹
線
用

水
で
は
ポ
ン
プ
の
一
基
が
故
障
し
、
二
基

で
の
送
水
と
な
り
輪
番
体
制
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
魚
野
川
の
水
量
も
減
り
、
許
可

取
水
量
が
取
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
魚
沼
漁
協
様
や
新
潟
県
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
取
水
量
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
絶
対
量
が
足
ら
ず
各
集

落
か
ら
臨
時
の
水
番
を
選
出
い
た
だ
き
、

水
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
市
と
県
の
井
戸
水
の
使
用
許
可
と

市
か
ら
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

水
が
届
か
な
い
地
域
に
も
十
分
で
は
な
い

で
す
が
届
い
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
用
水
管
理
に
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動

で
、
大
雨
の
地
域
や
干
ば
つ
の
地
域
な
ど

極
端
に
天
候
が
分
か
れ
て
、
そ
れ
が
継
続

し
て
続
き
災
害
に
な
り
、
毎
年
ど
こ
か
の

地
域
で
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
は
、
食
料
生
産
や
人
々

の
健
康
と
生
活
へ
影
響
が
で
ま
す
。
地
球

規
模
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
林
水

産
省
で
見
直
し
に
向
け
た
議
論
が
さ
れ
て

い
ま
す
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
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去
る
八
月
二
十
五
日
に
臨
時
総
代
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
挨
拶
、
経
過
報
告
の
後
、
議

長
に
第
二
選
挙
区
の
笛
木
孝
雄
総
代
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
令
和
五

年
度
事
業
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
と
そ

の
他
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
括
監
事
か
ら
は
、
令
和
四
年
度
の
決

算
監
査
報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度

第
一
回 

臨
時
総
代
会

一
、
地
区
面
積
（
業
務
報
告
書
面
積
）

　
　
　
　
　
　
　
　

三
，六
六
六
．〇
ｈａ

　
　
　
　
　
　
（
田　

三
，二
七
七
．四
ｈａ

　
　
　
　
　
　

畑　
　
　
三
〇
五
．三
ｈａ

　
　
　
　
　
　

そ
の
他　
　
八
三
．三
ｈａ
）

二
、
組
合
員
の
総
数�

四
，五
八
九
人　

三
、
令
和
四
年
度 

工
事
の
状
況

　
　

県
営
事
業�

六
件　

　
　

団
体
営
事
業�

七
件　

四
、
事
務
の
経
過

　

ア
．
通
常
総
代
会
、
臨
時
総
代
会

�

三
回
開
催　

　
　
　

平
均
出
席
率�

九
三
．三
％　

　

イ
．
理
事
会�

五
回
開
催　

　
　
　

平
均
出
席
率�

九
一
．一
％　

　

ウ
．
監
事
会�

六
回
開
催　

　
　
　

平
均
出
席
率�

一
〇
〇
．〇
％　

　

以
上
の
と
お
り
で
し
た
。

�

自 

令
和
四
年
四
月
一
日

�

至 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

業
務
報
告

に
つ
い
て
も
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

等
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
の

で
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
や
想
定
さ
れ

な
い
レ
ベ
ル
で
変
化
し
て
い
る
現
状
に

合
っ
た
も
の
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
代
会
に
つ
い
て
で
す
が
、
よ
う
や
く

四
年
ぶ
り
に
総
代
の
皆
様
を
参
集
し
て
八

月
二
十
五
日
に
開
催
を
し
ま
し
た
。
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
以
前
の
生
活
に

戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
土
地
改
良
区
の

健
全
な
業
務
運
営
に
努
め
る
こ
と
で
組
合

員
皆
さ
ん
か
ら
の
負
託
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
業
務
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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令和4年度　一般会計決算について
（収入の部）� （単位：円）
項　　目 決　算　額 予　算　額 比較増△減 附　　　　　　　記

賦 課 金 237,435,462 240,232,000 △ 2,796,538
運営事務、維持管理賦課金、
償還金賦課金

補 助 金 97,101,517 116,882,000 △ 19,780,483 事業補助

長 期 借 入 金 90,617,000 117,346,000 △ 26,729,000 日本政策金融公庫借入金

使 用 料 20,443,309 20,207,000 236,309
電柱敷地料、道水路使用料、
土地賃借料

雑 収 入 4,160,969 3,295,000 865,969 受取利息、過年度収入

資産取崩・売却 10,407,536 10,381,000 26,536 財政調整積立金、固定資産売却

繰 越 金 653,085,417 653,085,000 417 令和3年度より

合　　計 1,113,251,210 1,161,428,000 △ 48,176,790

（支出の部）� （単位：円）
項　　目 決　算　額 予　算　額 比較増△減 附　　　　　　　記

維 持 管 理 費 146,019,050 186,958,000 △ 40,938,950 維持管理19会計

事 業 費 56,265,000 77,009,000 △ 20,744,000
団体営事業、調査事業、
高度化支援事業

事 務 所 費 71,386,935 84,182,000 △ 12,795,065
会議費、事務費、役員報酬、
職員給与

年 賦 償 還 金 90,143,665 114,924,000 △ 24,780,335 借入償還金返済

事 業 分 担 金 55,308,175 55,310,000 △ 1,825 新潟県へ

積 立 金 442,304,403 442,731,000 △ 426,597

固定資産取得 1,271,798 1,820,000 △ 548,202

雑 支 出 7,511 1,800,000 △ 1,792,489

予 備 費 0 196,694,000 △ 196,694,000

合　　計 862,706,537 1,161,428,000 △ 298,721,463

決算残金　250,544,673円は令和5年度会計へ繰越
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令和4年度　各種積立金決算状況について
� （単位：円）

項　　　　　　目 令和4年度決算時 令和3年度決算時 比較増△減

転 用 決 済 金 積 立 金 44,991,541 43,452,455 1,539,086

財 政 調 整 積 立 金 40,398,725 32,398,110 8,000,615

役 員 退 任 給 与 積 立 金 3,466,326 2,126,307 1,340,019

職 員 退 職 給 与 積 立 金 52,067,638 44,066,768 8,000,870

維持管理運用基金積立金 274,438,488 268,051,169 6,387,319

預 託 金 積 立 金 20,270,800 19,970,800 300,000

令和4年度　財産目録について
� （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
摘　　　　　　　要 金　　　額 摘　　　　　　　要 金　　　額

流 動 資 産 156,730,024 流 動 負 債 13,488,493

現 金 及 び 預 金 153,469,910 未 払 金 13,239,711

�未 収 金 3,260,114 預 り 金 248,782

固 定 資 産 2,859,841,858 固 定 負 債 446,555,169

　�基 本 財 産 394,753,150 借 入 金 385,155,452

山林、宅地及びその従物 43,862 引 当 金 61,399,717

備 荒 積 立 金 294,709,288

有 価 証 券 100,000,000 負　債　合　計 460,043,662

　�特 定 資 産 2,386,223,280 正 味 財 産 の 部 2,556,528,220

所有土地改良施設、用地 2,245,299,050

各 種 積 立 金 140,924,230

　�そ の 他 固 定 資 産 78,865,428

土地、建物、車両、拠出金 75,316,316

長 期 未 収 賦 課 金 等 2,240,836

特 別 賦 課 金 1,068,276

出 資 金 240,000

合　　　計 3,016,571,882 合　　　計 3,016,571,882
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令和5年度　一般会計予算について
� （単位：円）

収　　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　　出
項　　目 予　算　額 備　　　考 項　　目 予　算　額 備　　　考

組 合 費 228,661,000 運営・維持管理賦課金、償還金賦課金含む 維持管理費 167,710,000 各維持管理20会計、適正化事業、受託業務
補　助　金
及び助成金 69,273,000 国・県・市 事業補助 事 業 費 58,936,000 各工事

雑 収 入 29,414,000 土地賃貸料、過年度収入、預金利息 事 務 所 費 85,474,000 役員報酬、職員給料、会議費、事務所維持費
交付金収入 15,070,000 適正化事業交付金 負 担 金 82,100,000 各工事の地元負担
業 務 受 託
収 入 4,650,000 換地業務、ポンプ場管理 借入償還金 97,910,000 事業償還金、リース、

支払利息

借 入 金 138,641,000 事業地区 固 定 資 産
取 得 670,000 器具備品

取崩収入・
繰 入 金 1,407,000 積 立 支 出 30,407,000 基本財産積立、

特定資産積立
繰 越 金 237,987,000 令和4年度より 雑 支 出 1,800,000

繰 越 金 182,318,000
予 備 費 17,778,000

合　　計 725,103,000 合　　計 725,103,000

〈収入の割合〉 〈支出の割合〉

組合費
31.54％

事業費
8.13％

事務所費
11.79％

維持管理費
23.13％繰越金

32.82％

借入金
19.12％

繰越金
25.15％

雑支出
0.25％

補助金及び
交付金 9.55％

固定資産
0.09％

雑収入 4.06%

予備費 2.45％

交付金収入 2.08％

負担金
11.32％

借入償還金
13.5％

業務受託収入 0.64％

取崩収入・繰入金
0.19％

積立支出
4.19％

令和5年度　各種積立金について
� （単位：円）
項　　　　　　目 5年度当初積立額 摘　　　　　　　要

転 用 決 済 金 積 立 金 44,991,541 運営事務費決済金、維持管理費決済金、償還金決済金、
3土地改良区基金

財 政 調 整 積 立 金 40,398,725 一般会計
役員退任給与積立金 3,466,326
職員退職給与積立金 52,067,638

維持管理運用基金積立金 274,438,488 天野沢水系、大巻薮神、第7工区、第9工区、東部共通、
中之島施行地、新高棚、県開塩沢、上田

預 託 金 積 立 金 20,270,800 イオン・富士観光・原信借地契約に係る預託金



（5）

令和5年度　県営・団体営事業の施工について
事業名 地区名 工事名 事業費

（千円）
地区

受益面積 主要工事

経営体育成基盤
整 備 事 業

吉里

用水路工第9次工事
用水路工第10次工事
区画整理第7次工事
区画整理第8次工事
地�盤変動影響調査（事前）（その1）
地�盤変動影響調査（事前）（その2）
Ｒ5換地業務委託

409,000 53.5ha

ポンプ製作・据付　1式
ゲ�ート、スクリーン製作・据付� 1式
区画整理	 Ａ＝14.32ha
区画整理	 Ａ＝4.37ha
建物等事前調査	6棟
建物等事前調査	6棟
換地業務	 1式

大月

第1次設計業務委託
地盤変動影響調査（事前）（その1）
地盤変動影響調査（事前）（その2）
Ｒ5換地業務委託
用水路工第1次工事

84,000 17.9ha

ほ場整備設計	 1式
建物等事前調査	14棟
建物等事前調査	15棟
換地業務	 1式
ファームポンド	 1箇所

大月2期 Ｒ5換地業務委託 1,000 18.7ha 換地業務	 1式

県営農地環境
整 備 事 業 泉盛寺開田 区画整理第35-1次工事

Ｒ5換地業務委託 30,000 19.4ha コンクリート舗装工　1式換地業務	 1式

県営かんがい
排 水 事 業

上田第1

用水路工第13次工事
用水路工第14次工事
用水路工第14次工事

第7次設計業務委託
用地測量等作業委託

95,000 452.5ha

開水路工	 870.3ｍ
管水路工	 40.3ｍ
管水路工	 110.0ｍ
開水路	 45.0ｍ
設計	 1式
用地測量	 1式

中之島第1

用水路工第12次工事

用水路工第13次工事
第8次設計業務委託

88,000 873.5ha

管水路工	 Ｌ＝503.0ｍ
開水路工	 Ｌ＝700.8ｍ
開水路工	 Ｌ＝264.5ｍ
設計	 1式

県営ため池等
整 備 事 業 西部幹線小栗山 第4次工事 18,000 575.6ha ドレーン工	 65箇所

県 営 計 24件 725,000

基 盤 整 備
促 進 事 業

小松沢 第5次用水路改修工事 8,000 6.7ha 用水路工事	 L＝270ｍ

西泉田 排水路改修工事 2,550 9.0ha 排水路工事	 L＝260ｍ

県単農業農村
整 備 事 業

蕪甲第1ポンプ
2期 水中ポンプ改修工事 7,740 24.0ha 水中ポンプ交換	 N＝1箇所揚水管	 L＝56ｍ

蕪甲宮野下 送水管復旧工事 1,500 24.0ha 送水管復旧	 L＝5.0ｍ

西泉田2期 排水路改修工事 3,000 9.0ha 排水路工事	 L＝40ｍ

土地改良施設
維 持 管 理
適 正 化 事 業

岩井沢川水管橋 可とう管交換工事 2,300 2.0ha 可とう管交換	 N＝1箇所

岩井沢川水管橋
（防災） 真空ポンプ改修工事 13,000 2.0ha 真空ポンプ交換	N＝1箇所

土地改良施設
突 発 事 故
復 旧 事 業

魚野川頭首工第2 取水ゲート復旧工事 3,520 698.6ha 取水ゲート開閉装置　	 N＝1箇所

天野沢揚水機場 電動機復旧工事 12,199 698.6ha 主ポンプ電動機修繕	 N＝1箇所

災害復旧事業 野田 テレメータ盤改修工事 14,300 400.0ha テレメータ盤交換　N＝1箇所

土地改良事業
調査設計事業

台上 測量設計委託 17,400 5.7ha 現地調査・測量設計

東泉田東 測量設計委託 7,800 13.9ha 現地調査・測量設計

団 体 営 計 12件 93,309
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スキー場

ほくほく線

上越新幹線
四十日

新堀

津
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野

山谷

舞子

姥沢新田

吉山新田

石打

雲洞
三郎丸

八箇峠

六日町IC

塩沢石打IC

塩沢

六日町

金城山
▲

県営経営体育成基盤整備事業
吉里地区
区画整理 18.69ha

団体営災害復旧事業
野田地区
遠方監視装置修繕

県営農地環境整備事業
泉盛寺開田地区
換地業務 1式

土地改良施設突発事故復旧事業
天野沢揚水機場地区
ポンプ修繕 1式

県単農業農村整備事業
蕪甲第1ポンプ2期地区
水中ポンプ・揚水管 交換

県単農業農村整備事業
蕪甲宮野下地区
送水管修繕 1式

県営ため池等整備事業
西部幹線小栗山地区
水抜き工 65箇所

基盤整備促進事業
小松沢地区
用排水路改良 L＝271.1ｍ

県営かんがい排水事業
中之島第1地区
用水路改良 L＝965.3m

県営かんがい排水事業
上田第1地区
用水路改良 L＝910.6m

維持管理適正化事業
岩井沢川水管橋
真空ポンプ 更新

県営経営体育成基盤整備事業
大月地区
換地業務 1式

県単農業農村整備事業
西泉田2期地区
排水路改良 L＝40ｍ

令和5年度

事業施工位置図
・事業施工写真

吉里地区 第7次工事区域
（14.32ha）

吉里地区 第8次工事区域
（4.37ha）

吉里地区 第7次工事区域
（14.32ha）

吉里地区 自動給水栓の操作説明会（R5.4.24）大月地区 換地計画原案（案）の公表と
山王川河川改修計画の説明（R5.4.12）
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任期満了に伴う役員改選について
　南魚沼土地改良区の役員改選が令和6年8月31日任期満了に伴い行われます。
　理事が3選挙区（旧土地改良区）6名ずつの18名、監事が各1名の3名で合計21名です。役
員の任期は令和6年9月1日から令和10年8月31日の4年間です。また、男女共同参画基本計
画において定められた役員に占める女性の割合の目標値について、当土地改良区でも理事会で
協議をしております。
　なお、総代の任期は令和7年3月11日です。

不法投棄について
　農道や水路脇等に廃材や機械類・ゴミ等の不法投棄があります。施設の維持管理の支障にな
り、処分にも費用がかかります。また、美観を損なうだけでなく事故の元となります。不法投
棄をした人は、刑罰の対象になり、5年以下
の懲役または1,000万円以下の罰金が科せら
れます。不法投棄は絶対にしないでください。
※�不法投棄を発見しましたら、投棄した人や
車のナンバーなどの情報を土地改良区にご
連絡ください。

用排水路の管理について
　用排水路にゴミや油・薬品等を流さないで
ください。排水路の水も下流域では用水として使用しています。また、草刈りで刈った草を流
しますと暗渠等の詰まりの原因になりますので、お気を付けください。
　法面の除草剤の使用についても慎重にお願いします。また、取水口は個人管理になりますの
で、よろしくお願いします。

宇津野揚水機場の土砂上げ作業を行いました
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農地の移転届はお忘れなく
　農地の全部または一部を以下の理由などによって移動があったと
きは、土地改良区まで届出をお願いします。

　農地転用等に伴い地区除外される土地は、規程に基づき決済金を納付書により納めていただ
くことになります。決済金を完納した土地は、土地改良区の土地台帳より抹消され翌年度から
賦課金がなくなります。

決済金とは
　土地改良区は運営事務費、維持管理費や借入金によって賄われており、その額は年度当初の
受益面積が対象となっています。転用で除外（受益面積減少）されると、その土地の運営事務
費、維持管理費や償還金等は残りの土地で負担しなければならなくなります。よって残存農地
が将来過重負担にならないよう、運営事務費・維持管理費・償還金等の負担を、一時払いを
もって納めていただくものです。
　また、農地が公共工事（道路、河川、公共施設等）で買収される場合も同様となっています。

《届け出がないと従来のまま賦課されますので、お早めに手続きをお願い致します》
� お問合せ先電話番号 025－781－6130　

①　農地の転用
住宅や倉庫、車庫、公共用地への転用

②　農地の移動
農地の売買、賃貸借の設定及び解約など

③　組合員資格の交代
農業者年金受給による経営移譲したとき、亡くなられたときなど

組合員資格の交代と滞納賦課金について
　賦課金は毎年4月1日現在の土地原簿を基準に賦課されます。期限（前年度の3月下旬）ま
でに農地の移動（組合員資格交代）の届出がない場合は前組合員に賦課されます。また、移動
する農地に滞納賦課金がある場合は、滞納賦課金は新組合員に移動になりますので、売買・賃
貸借等の契約の前に滞納賦課金をご確認し、ある場合は清算をしてから移動をお勧めします。
　賦課金の滞納は土地改良法に基づき、地方税の滞納処分の例により県知事の認可を受けて理
事が処分執行することになります。滞納者に電話連絡や個別訪問を行い、納入の督励をしてお
ります。それでも難しい場合は、財産の調査や差押に踏み切っております。
　賦課金のご相談は土地改良区事務所にて随時対応しておりますので、ご相談ください。


